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の
函
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の
鎚
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無
形
文
化
財
大
会

慰
霊
大
祭

北
五
防
犯
少
年
野
球
大
会
鋤
日
（
金
）

４
月
羽
日
～
５
月
５
日
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ダ
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テ
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５
月
１
日
（
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）

西
北
五
中
学
校
選
抜
野
球
大
会

太
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町
金
木
を
つ
く
る
会
の
集
い
恥

牧
良
介
と
オ
ー
レ
ッ
ク
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フ
ェ
ア
ー
咄

Ｒ
Ａ
Ｂ
放
送
カ
ラ
オ
ケ
コ
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ク
ー
ル
》

２
日
（
日
）

エ
レ
キ
バ
ン
ド
大
会

東
北
地
区
モ
ト
ク
ロ
ス
大
会

西
北
五
中
学
校
ソ
フ
ト
大
会

川
倉
審
の
川
原
例
大
祭

斎
藤
又
四
郎
民
謡
シ
ョ
ー

淌
酒
銘
柄
飲
み
当
て
大
会

煙
草
銘
柄
吸
い
当
て
大
会

３
日
（
月
）

消
防
団
観
閲
式

土
佐
犬
斗
技

金
木
さ
く
ら
ま
つ
り
大
会

青
森
県
空
手
道
選
手
権
大
会

民
謡
大
会

川
倉
奏
の
川
原
大
祭

津
軽
民
謡
手
踊
研
究
会

４
日
（
火
）

老
人
ク
ラ
ブ
体
育
大
会

県
下
銃
剣
道
大
会

花
火
大
会
唖

５
日
（
水
）
一・

ｍ

西
北
五
身
体
障
桝
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
一
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エ
レ
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バ
ン
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ダ
ン
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榊
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5 回定例会定
総
窯
緯
雛
騨
綱

溌
溌
溌
鰯
癖

に
減
額
に
な
り
、
総
額
で
百
二
十
五
万

回
嬰
蕊
齢
雛
窪
埋
二
二
九
．
九
七
四
千
円

日
か
ら
（
他
市
町
村
で
は
大
半
が
さ
か

福
祉
。
ハ
ス
を
購
入

Ｆ
《
》
皿
乖
咋
碇
帷
鋤
錘
湿
珂
彗
蒋
味
浦
燕
“
◎
社
会
福
祉
費
Ⅱ
九
八
、
九
一
一
一
○
千
円

７
鰕
擁
鮮
鮮
雛
…
祉
蕊
曙
範
灘
蕊

儘
弟
臘
繍
撚
蝋
職
蝋
八
千
円
ブ
補
助
百
八
十
三
万
六
千
円
な
ど
が
主

奉
仕
且
報
酬
百
三
十
二
万
円
、
老
人
憩

の
家
述
投
工
邪
八
百
万
円
、
老
人
ク
ラ

で
す
。

交
際
識
・
三
役
給
与
は

。
児
童
福
祉
賓
Ⅱ
一
三
、
’
一
一
○
五
千
円

県
下
妓
少
額
を
計
上

保
育
所
聾
七
千
七
何
十
瓦
万
一
千
円

ｌ
郷
土
史
も
発
刊
Ｉ
児
龍
館
聾
一
千
百
三
十
九
万
四
千
円
な

ど
で
す
。

◎
総
務
管
理
費
Ⅷ
Ⅱ
一
五
二
、
五
八
七
千
円

財
政
窮
迫
の
折
桶
町
及
交
際
税
は
年
◎
災
害
救
助
費
Ⅱ
一
、
’
○
○
千
円

間
六
十
万
円
に
（
他
町
村
の
川
分
の
一
◎
国
民
年
金
事
務
取
扱
費
Ⅱ

軽
度
）
、
三
役
給
与
も
一
律
川
額
二
十
八
、
六
三
九
千
円

五
万
五
千
円
と
県
下
雌
少
額
を
計
上
し

ま
し
た
・

一

昭
和
五
十
一
年
度
の
当
初
予
算
は
、

三
川
十
八
Ⅱ
か
ら
二
十
五
Ⅱ
ま
で
の
八

側
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
第
七
十
五

回
町
雛
会
定
例
会
で
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
が
、
予
算
規
模
は
歳
入
歳

出
と
も
昨
年
度
の
当
初
予
算
額
よ
り
六

・
七
％
珊
の
七
千
八
百
四
万
九
千
円
上

姻
る
十
二
億
三
千
二
百
五
十
山
万
三
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

三
五
、
六
一
八
千
円

旅
饗
は
大
幅
に
節
減

郷
土
史
も
今
年
十
月
発
刊
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

〃
緑
の
お
ば
さ
ん
″
姉
人
交
通
稚
理

且
報
酬
等
交
通
安
全
対
策
識
に
三
百
八

十
七
万
五
千
円
、
模
範
牧
場
建
投
促
進

郷
二
百
八
十
一
万
川
千
円
な
ど
が
主
な

も
の
で
す
。

◎
徴
税
費
Ⅱ
’
’
九
、
四
七
五
千
円

納
税
貯
蓄
組
合
報
償
金
三
百
五
十
七

万
円
ほ
か
で
す
。

◎
戸
籍
住
民
登
録
費
Ⅱ

二
三
、
四
一
六
千
円

◎
選
挙
費
Ⅱ
五
、
八
二
’
千
円

◎
統
計
調
査
費
Ⅱ
｜
、
七
○
九
千
円

◎
監
査
委
員
費
Ⅱ
一
七
八
千
円

◎
保
健
衛
生
費
Ⅱ
七
、
九
五
八
千
円

各
祇
ワ
ク
チ
ン
及
び
消
灘
薬
仙
な
ど

の
予
防
挫
川
百
六
万
二
千
円
、
妊
産
姉

牛
乳
代
補
助
二
面
十
六
万
円
な
ど
が
主

で
す
。

⑨
清
掃
費
Ⅱ
一
一
九
、
一
二
一
千
円

西
北
五
術
生
処
理
組
合
負
担
金
一
千

丘
百
十
五
万
九
千
円
ほ
か
。

⑨
病
院
費
Ⅱ
一
七
、
○
二
八
千
円

金
木
病
院
負
担
金
一
千
六
両
八
十
三

万
九
千
六
百
円
が
主
で
す
。

～

五
四
、
’
○
七
千
円

税

二
、
○
三
九
千
円

出
稼
ぎ
関
係
に
六
十
八
万
円

◎
労
働
諸
費
Ⅱ
｜
｜
、
○
三
九
千
円

安
全
就
労
推
進
聯
業
我
六
十
五
万
円

ほ
か
・

畑
作
畜
産
営
農
剛
地
に

三
千
八
百
万
円

一
八
一
、
三
四
○
千
円
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◎
屡
業
費
Ⅱ
一
七
七
、
二
九
八
千
円

腱
業
委
風
食
粥
二
千
二
百
十
万
一
千

円
、
り
ん
ご
放
任
樹
伐
採
委
託
料
五
十

二
万
六
千
円
、
田
植
機
購
入
助
成
金
九

十
六
万
円
、
水
脈
・
郁
籾
更
新
助
成
三

十
万
円
、
畑
作
刑
度
憐
幾
Ｍ
地
育
成
那

業
三
千
八
百
七
十
二
万
七
千
円
、
中
規

椣
育
苗
施
役
役
椴
邪
業
三
ｎ
万
円
、
商

生
産
稲
作
集
川
育
成
聯
業
二
百
万
円
、

り
ん
ご
ふ
ら
ん
病
緊
急
防
除
対
策
事
業

四
百
六
十
八
万
一
千
円
、
町
打
牛
唯
人

税
山
門
二
十
万
円
、
剛
士
捌
洗
祁
業
聾

三
千
二
百
九
十
派
万
二
千
円
、
腱
免
通

路
轆
伽
促
進
群
一
千
両
七
十
三
万
七
千

円
、
広
域
道
路
帷
伽
促
進
税
三
千
二
百

狐
十
九
万
七
千
円
な
ど
が
主
で
す
。

◎
林
業
費
Ⅱ
四
、
○
四
一
一
千
円

一
六
七
、
八
六
四
千
円

町
営
住
宅
二
十
戸
を
建
設

◎
土
木
管
理
費
“
Ⅱ
三
六
、
○
七
三
千
円

◎
道
路
橋
梁
費
Ⅱ
四
三
、
六
○
○
千
円

二
○
、
四
四
○
千
円

◎
商
工
費
Ⅱ
二
○
、
四
四
○
千
円

般
綺
場
及
び
芝
張
工
蛎
七
百
二
十
二

万
七
千
円
、
観
光
協
会
補
助
（
桜
ま
つ

り
．
又
ま
つ
り
）
百
五
十
万
円
な
ど
が

主
で
す
。

道
路
新
没
改
良
饗
三
千
三
百
三
十
万

円
、
大
東
ヶ
丘
線
改
良
工
蛎
沸
二
百
万

円
、
芦
和
線
改
良
工
事
費
六
百
万
円
が

主
で
す
。

◎
河
川
費
Ⅱ
一
、
六
九
○
千
円

珊
木
川
堤
防
除
軍
委
託
料
百
二
十
四

万
三
千
円
ほ
か
。

◎
住
宅
費
Ⅱ
八
六
、
五
○
’
千
円

住
宅
地
没
我
三
十
戸
）
八
千
五
百

二
十
三
万
円
が
主
で
す
。

◎
教
育
総
務
費
Ⅱ
二
八
、
二
四
八
千
円

教
育
委
貝
会
聯
務
肋
岱
二
千
八
百
八

万
六
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

◎
小
学
校
費
Ⅱ
四
九
、
三
四
○
千
円

◎
中
学
校
費
Ⅱ
’
八
、
五
三
三
千
円

◎
社
会
教
育
費
Ⅱ
三
五
、
九
二
’
千
円

各
柿
学
級
聾
百
九
十
六
万
円
、
文
化

財
保
灘
税
四
十
八
万
八
千
円
、
文
化
財

洲
澁
岱
六
十
八
万
五
千
円
、
公
民
館
二

千
六
百
十
三
万
五
千
円
な
ど
が
主
で
す

八
二
、
三
六
二
千
円

◎
消
防
費
Ⅱ
八
二
、
三
六
二
千
円

津
軽
北
部
消
防
堺
務
組
合
負
担
金
七

千
七
百
十
一
万
六
千
円
、
消
化
栓
投
瞳

工
蛎
三
十
万
円
な
ど
で
す
。

一
四
四
、
一
六
八
千
円

嘉
瀬
ス
キ
ー
場
整
備
に

三
百
八
十
万
円

四
月
九
Ｈ
、
川
倉
に
あ
る
三
柱
神
社

で
、
交
通
安
全
の
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
雄
ま
っ
た
の
は
、
川
倉
児
童
館

の
幼
児
・
川
倉
小
学
校
の
児
童
・
川
倉

地
域
の
ド
ラ
イ
零
ハ
ー
や
主
婦
・
交
通
指

導
隊
貝
ら
約
一
○
○
名
で
す
。

春
の
交
通
安
全
迎
肋
が
始
ま
っ
た
の

に
．
交
迎
邪
故
は
ふ
え
る
ば
か
り
。
子

供
が
交
通
那
故
で
な
く
な
る
数
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
〃
ど
う
か
、
子
供
と

老
人
が
巾
に
ひ
か
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
〃

〃
獅
故
が
起
こ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
〃
と

祈
る
子
供
ら
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
に
、

き
っ
と
聯
故
も
な
く
な
る
こ
と
で
し
よ

』
『
ノ
。

◎
保
健
体
育
葦
Ⅱ
言
一
、
’
二
六
干
円

社
会
体
育
費
九
十
万
円
、
ス
キ
ー
場

盤
術
饗
八
両
Ⅷ
十
万
九
千
円
な
ど
で
す

八
四
八
千
円

◎
基
金
積
立
金
Ⅱ
六
四
八
千
円

◎
金
木
町
亜
園
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

Ⅱ
二
○
○
千
円

九
八
、
五
九
七
千
円

⑨
公
債
費
Ⅱ
九
八
、
五
九
七
千
円

：灘

《
春
の
交
通
安
全
》

″
事
故
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
〃

川
倉
で
子
供
た
ち
が
祈
願

_一二

二
’
’
０
０
１
８
１
０
０
１
：
１
８
１
；
Ｉ

蕊議隣
篭：

〈
職
員
数
が
十
二
名
少
く
な
り
ま
し
た
〉

昭
和
四
十
九
年
度
は
人
件
我
の
経
常

収
入
に
占
め
る
割
合
が
四
八
・
三
％
に

及
び
、
県
地
方
裸
に
強
く
脂
摘
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
財
政
窮
迫

の
折
柄
、
金
木
町
役
場
恥
員
定
数
の
削

減
が
断
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
定
数
は
一
七
六
か
ら
一
六
川
と
十
二

糸
減
り
、
五
十
七
才
以
上
の
本
採
用
職

貝
全
貝
勧
奨
退
職
に
よ
り
、
今
後
、
人

件
秘
の
占
め
る
荊
合
の
好
転
が
確
実
と

な
り
ま
し
た
。

灘〔
交
通
安
全
を
祈
願
す
る
よ
い
子
〕

二
、
○
○
○
千
円

蕊

紳損!lL3凶一=,Oﾛﾛ』1．附正thｬdrhHQDE1脚ldEHl幹ETTlE凧ｮ■:E【11』列1411脚 一
一一

竹Ｆ
一
回

ｆ
ｌ
』

叩
Ⅷ

訂
牢

柵
咄

恥
１

輪
郡

１
軒Ⅱ

IⅡh日L9h
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マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

参
加
者
募
集
中

家
辨
に
お
わ
れ
て
忙
し
い
毎
Ｈ
を
お
で
す
。

く
っ
て
い
る
主
姉
の
み
な
さ
ん
、
バ
レ
申
し
込
み
は
、
金
木
町
体
育
協
会
聯

ｌ
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
務
川
沢
川
（
金
木
柄
院
内
Ｔ
Ｅ
Ｌ

金
木
町
体
育
協
会
で
は
〃
マ
マ
さ
ん
・
ハ
③
三
一
二
）
へ
ど
う
ぞ
。

畢
詞
峰
加
筆
”
啼
雄
盤
郵
Ｌ
啄
御
樺
誌
身
障
者
に
ハ
ガ
キ
を
進
呈

も
大
歓
迎
。
個
人
で
も
川
体
で
も
結
柵
飯
嘆
の
芽
体
障
祥
者
二
、
二
級
）

戸
籍
手
数
料
令
の
改
正
に
よ
り
、
五

月
一
Ｈ
か
ら
戸
鰭
の
謄
・
抄
本
の
手
数

戸
籍
膳
抄
本
は
一
通
二
○
○
円
に

郵
便
に
よ
る
請
求
は
定
額
小
為
替
で

除
鰐
簿
の
閲
覧

届
排
類
の
閲
覧

受
理
証
明
神

上
面
紙
使
用
の
婚
姻
届

等
の
受
理
証
明
丼

戸
篤
簿
の
閲
覧

戸
篤
の
謄
・
抄
本

除
締
の
謄
・
抄
本

戸
籍
の
記
載
事
項
証
明

除
籍
の
記
赦
塀
項
証
明

区

分

一
通
三
○
○
円

証
明
堺
項

一
件
一
○
○
円

証
明
堺
項

一
件
二
○
○
円

弓Iと
18一一 一 一 一 一

：鳶蔦．‘
一八一

○○○○○
○○○○○
円円円円’'1

手
数
料
額

一
通
二
○
○
円

料
は
、
枚
数
に
関
係
な
く
一
通
に
つ
き

二
○
○
円
に
な
り
ま
す
。
改
正
さ
れ
る

エ
す
。
改
正
さ
れ
る

手
数
料
の
お
も
な
も

の
は
、
上
の
表
の
と

お
り
で
す
。

戸
癖
の
謄
・
抄
本

等
を
郵
便
で
諦
求
さ

れ
る
と
き
は
、
必
ず

現
金
神
研
か
、
郵
便

肋
の
定
額
小
為
秤
で

手
数
料
を
納
め
て
下

さ
い
。
特
に
、
定
額

小
為
林
は
而
円
雌
位

の
送
金
に
便
利
で
、

千
円
以
下
の
送
金
の

ば
あ
い
料
金
は
わ
ず

か
十
円
で
す
か
ら
、

手
軽
に
で
き
ま
す
。

な
お
郵
便
切
手
で

手
数
料
を
納
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
身
障
者
手
帳
を
お
持
ち
の
満
六
歳
（

昭
和
五
十
一
年
Ⅶ
月
一
Ｈ
現
在
）
以
上

の
方
に
、
身
体
障
脊
者
福
祉
強
調
運
動

に
ち
な
む
郵
便
葉
苫
を
四
凡
二
十
ｕ
か

ら
お
－
人
に
つ
き
二
十
枚
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。

御
希
望
の
方
は
、
手
帳
を
持
参
の
上

郵
便
肋
に
お
申
出
く
だ
さ
い
。
五
月
十

Ｈ
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
は
、
郵
便
肋
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
３
〃
届
出
分
）

奥
肪
義
範
（
義
一
長
男
）
金
木

鳴
海
千
春
（
保
幸
長
女
）
喜
良
市

川
、
薫
（
媒
長
女
）
蒔
田

松
橘
康
成
（
弥
志
滴
長
男
）
喜
良
巾

米
谷
百
恋
（
義
弘
長
女
）
再
良
巾

吉
崎
正
尚
（
功
焚
男
）
嘉
瀬

共
田
光
平
（
悠
司
良
男
）
川
倉

川
中
健
次
（
サ
ダ
男
）
川
倉

田
中
順
子
（
サ
ダ
女
）
川
倉

小
野
雅
美
（
元
端
３
女
）
金
木

鳴
海
が
生
（
正
明
２
女
）
斑
瀬

櫛
引
尚
明
（
照
明
及
男
）
金
木

端
村
力
（
治
憂
男
）
斑
瀬

木
村
香
織
（
塊
及
女
）
諾
瀬

三
潟
玲
子
（
進
長
女
）
川
倉

、
川
麻
美
（
勝
英
擬
女
）
川
倉

脈
田
徳
子
（
啓
一
長
女
）
中
柏
木

白
川
裕
記
（
栄
之
進
長
男
）
金
木

其
田
綾
子
（
山
女
男
長
女
）
川
倉

吉
崎
照
子
（
照
治
２
女
）
喜
良
巾

白
川
間
久
（
了
促
男
）
金
木

和
田
明
美
（
功
２
女
）
金
木

山
中
俊
論
（
宏
治
擬
男
）
嘉
瀬

古
川
京
子
（
セ
ッ
エ
女
）
喜
良
巾

津
励
千
唖
希
（
繁
災
女
）
金
木

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
３
川
恥
川
分
）

（
稚
吟
八
幡
稚
一
榊
峰
郎
鱈
鋤
一
軒
葉
紳

（
捗
祢
》
珪
一
州
班
率
鋤
一
癖
前
癖

（
啼
癖
僻
蓉
一
鋤
●
睾
口
壁
鋤
一
蝿
力
楠

（
隼
》
魂
誰
一
魂
琴
霊
鋤
一
雰
鋤
岬

（
や
良
剰
郡
瀝
剰
華
鐸
一
率
》
怖

（
斜
面
恥
歪
一
睡
緑
率
傘
一
鋤
木
稗

（
舛
村
諦
郵
一
銅
趣
辨
型
錘
一
率
準
柿

（
輌
麺
登
美
捧
壼
睡
郎
“
錘
一
捲
罐
跡

へ
高
橘
正
美
（
一
豊
２
男
）
金
木

一
葛
西
い
る
子
（
俊
美
長
女
）
中
里
町

へ
車
谷
消
刺
（
勝
３
男
）
大
阪
市

一
角
田
陽
子
（
豊
治
２
女
）
金
木

（
酔
耐
轆
嘩
一
錘
燕
窪
傘
一
軒
里
輌

（
恥
岬
岬
誌
一
瞬
端
狸
鋤
一
》
ヶ
神

（
織
部
た
識
↑
一
訴
林
至
垂
“
一
癖
玉
聴

へ
白
川
純
治
（
治
二
促
男
）
金
木

一
長
谷
部
咄
子
（
美
作
２
女
）
福
島
県

（
碓
栫
木
坪
詞
一
岬
卸
雄
窪
蝿
一
鋤
岡
稗

一

や
４
１
９
０
０
０
９
９
０
０
０
，
４
６
●
８
０
１
０
日
０
０
ｑ
り
り
●
０
４
４
ｇ
９
０
１
Ｌ
ｒ
ｆ
●
Ｏ
ｆ
ｆ
０
６
画
０
４
Ｖ
６
・

一
部
恥
か
押
吋
一
一
》
郎
坐
一
一
冊
》
恥
一而

（
剛
搾
油
諦
一
鋤
睡
橘
認
鐸
一
鍾
所
柿
一
軸

（
》
井
満
率
巷
一
確
誌
郎
鐸
塞
一
嬉
唾
柿
岬桁

（
癖
晒
評
麺
一
銅
非
理
鍔
一
軒
葉
辨
一
一・

唾

生
、

（
雨
川
美
峠
諺
一
鐸
蝉
塞
鐸
一
軒
里
袖
州

（
確
霊
チ
塞
一
潅
轄
郎
唾
錘
一
唾
阜
縣
崎

（
群
肝
嘩
↑
一
率
榊
美
》
鍵
一
憾
和
轆
碓一

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

（
３
月
届
出
分
）

山
本
平
内
（
認
才
）
金
木

霊一

山
中
イ
ト
（
だ
才
）
金
木

金
沢
慶
吉
（
だ
才
）
金
木

福
士
友
三
郎
（
躯
才
）
金
木

工
藤
サ
ダ
（
妬
才
）
喜
良
市

山
中
や
さ
（
副
才
）
嘉
瀬
一
州

松
尾
男
治
（
帥
才
）
金
木

自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
（
刈
取
脱

穀
作
業
用
）
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
は
、
税
務
裸
に
車
瑞
・
型
式
・

年
式
等
を
申
借
し
て
、
ナ
ン
バ
ー

を
受
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

申
竹
を
し
な
い
と
、
軽
油
免
税
申

捕
の
所
有
証
明
が
出
な
い
ば
か
り

か
、
所
得
申
告
時
幾
具
控
除
が
さ

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
を
つ
け
下
さ
い
。

1

4

日

令
l■習

Ⅱ-.叩Ⅱ』
－ … r l p q H I 写 Ⅱ1lb 届

（4）


